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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ポリオレフィン樹脂１００重量部に対し、（Ｂ）融点８０℃以下の樹脂添加剤８
０～１５０重量部および（Ｃ）有機酸金属塩０．３～５重量部が配合されてなり、該（Ｂ
）融点８０℃以下の樹脂添加剤が、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤またはこれらの
混合物であることを特徴とする樹脂添加剤マスターバッチ。
【請求項２】
　前記（Ｂ）融点８０℃以下の樹脂添加剤が、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン化合物ま
たはこれらの混合物である請求項１記載の樹脂添加剤マスターバッチ。
【請求項３】
　前記（Ｂ）融点８０℃以下の樹脂添加剤が、下記一般式（１）、

（式中、Ｒ１は水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１～３０のアルキル基、ヒドロキシ
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アルキル基、アルコキシ基、ヒドロキシアルコキシ基またはオキシラジカルを表し、Ｒ２

は炭素原子数１～３０のアルキル基または炭素原子数２～３０のアルケニル基を表す）で
表される化合物である請求項１または２記載の樹脂添加剤マスターバッチ。
【請求項４】
　前記一般式（１）におけるＲ２が炭素原子数８～２６のアルキル基の混合物である請求
項３記載の樹脂添加剤マスターバッチ。
【請求項５】
　前記（Ｃ）有機酸金属塩が、環構造を有する有機カルボン酸金属塩、下記一般式（２）
、

（式中、Ｒ３は炭素原子数４～８のアルキル基を表し、Ｒ４は水素原子または炭素原子数
１～８のアルキル基を表し、Ｒ５は炭素原子数１～４のアルキリデン基を表し、Ａは（ｎ
＋ｘ）価の金属を表し、ｎは１～３の数を表し、ｘは０～２の数を表す）で表されるリン
酸エステル金属塩化合物またはこれらの混合物である請求項１または２記載の樹脂添加剤
マスターバッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は樹脂添加剤マスターバッチ（以下、単に「マスターバッチ」とも称する）に関
し、詳しくは、融点８０℃以下の樹脂添加剤を高濃度で含有するポリオレフィンマスター
バッチを製造するに際して造核剤を併用した樹脂添加剤マスターバッチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　フェノール系酸化防止剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン化合物などの樹脂添加剤は
、合成樹脂などの有機物の光や熱による劣化を抑制することが知られている。
【０００３】
　樹脂添加剤として用いられる化合物は、テトラキス（３－（３，５－ジ第三ブチル－４
－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシメチル）メタン、トリス（２，４－ジ第三ブ
チルフェニル）ホスファイトなど、一般に融点が高く、樹脂の可塑化や、樹脂からの揮散
が小さい化合物が好ましい。しかし、あまり高分子量化すると、樹脂中で添加剤が移動で
きないために、安定化効果が小さくなる傾向にある。
【０００４】
　一方、ステアリル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート
やビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバケートなどの低融点の化合物は
、比較的分子量が小さく、初期の安定化効果に優れるものの、樹脂から揮散しやすいため
に長期の安定化効果に乏しく、また、液状であったり、粘調であったり、粉末状であった
ものが保存時にケーキングにより大きな塊になるなどして取扱い性が悪く、取扱い性を改
良するにはマスターバッチ化する必要があった。
【０００５】
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　しかし、一般的なヒンダードアミン化合物は、ポリオレフィン樹脂に用いた場合には樹
脂への相溶性が低く、高濃度で配合したマスターバッチを作製すると、ペレットの表面に
ヒンダードアミン化合物が染み出してペレットがケーキングする問題があった。このため
ポリオレフィン１００重量部に対して５０重量部程度しか配合できず、マスターバッチ化
するメリットが小さかった。
【０００６】
　特に、２，２，６，６－テトラメチルピペリジノール類と脂肪酸とを反応させて得られ
るヒンダードアミン化合物は、優れた耐候性付与効果を示すものの、低分子量で液状にな
りやすく、取扱い性を改良するために樹脂でマスターバッチ化する場合には、マスターバ
ッチ化した樹脂組成物の表面に添加剤がしみ出して粘着性を示すため、低濃度のマスター
バッチにする必要がある。また、高濃度にするとマスターバッチの製造時にストランドの
腰が弱くなって、ペレットを安定して連続生産できないという問題もあった。
【０００７】
　添加剤の取扱い性などを改善する方法としては、例えば、吸油性重合体を用いてマスタ
ーバッチ化することでべたつきを抑制すること（特許文献１）、芯層と鞘層を有するマス
ターバッチとすることでストランド切れを防止すること（特許文献２）、マイクロカプセ
ル化すること（特許文献３）、低融点難燃剤の結晶化を促進することで粉体特性を改良す
る方法（特許文献４）などが提案されており、これらはいずれも液状、低融点添加剤の取
扱い性改善策となる技術である。
【特許文献１】特開平９－５２９５６号公報（特許請求の範囲）
【特許文献２】特開２０００－８０１７２号公報（特許請求の範囲）
【特許文献３】特表平１０－５１２３２０号公報（特許請求の範囲）
【特許文献４】特開平９－８７２９０号公報（特許請求の範囲）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、マスターバッチ化は前述のように高濃度品の製造が困難であり、特許文
献１に開示されているように吸油性重合体を用いると、得られる樹脂組成物中に吸油性重
合体が残留してしまう。また、マイクロカプセル化は高コストであり、結晶化の促進は、
非晶質に比べて取扱い性は向上するものの液状品には適用できず、結晶品が低融点の場合
はケーキング防止効果が小さいなど、従来の方法では、取扱い性の改善効果は限られてい
た。
【０００９】
　そこで本発明の目的は、上記問題を解消して、従来のような他の問題を生ずることなく
、融点８０℃以下の樹脂添加剤を高濃度で配合することができ、かつ、ストランドの切断
なく連続生産が可能であるとともにペレット表面のベトツキについても改善した樹脂添加
剤マスターバッチを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は、かかる現状に鑑みて鋭意検討を重ねた結果、ポリオレフィン樹脂に対し融
点８０℃以下の樹脂添加剤を高濃度で配合したマスターバッチを製造するに際し、有機酸
金属塩を所定量にて配合することで、製造時におけるストランドの切断が少なく、得られ
るペレットのベトツキも少ない、取扱い性に優れるマスターバッチが得られることを見出
して、本発明に到達した。
【００１１】
　すなわち、本発明の樹脂添加剤マスターバッチは、（Ａ）ポリオレフィン樹脂１００重
量部に対し、（Ｂ）融点８０℃以下の樹脂添加剤８０～１５０重量部および（Ｃ）有機酸
金属塩０．３～５重量部が配合されてなり、該（Ｂ）融点８０℃以下の樹脂添加剤が、酸
化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤またはこれらの混合物であることを特徴とするもので
ある。
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【００１２】
　本発明においては、前記（Ｂ）融点８０℃以下の樹脂添加剤が、紫外線吸収剤、ヒンダ
ードアミン化合物またはこれらの混合物であることが好ましい。
【００１３】
　また、本発明においては、前記（Ｂ）融点８０℃以下の樹脂添加剤が、下記一般式（１
）、

（式中、Ｒ1は水素原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１～３０のアルキル基、ヒドロキシ
アルキル基、アルコキシ基、ヒドロキシアルコキシ基またはオキシラジカルを表し、Ｒ2

は炭素原子数１～３０のアルキル基または炭素原子数２～３０のアルケニル基を表す）で
表される化合物であることも好ましく、特に好適には、前記一般式（１）におけるＲ2が
炭素原子数８～２６のアルキル基の混合物である。
【００１４】
　さらに、本発明においては、前記（Ｃ）有機酸金属塩が、環構造を有する有機カルボン
酸金属塩、下記一般式（２）、

（式中、Ｒ3は炭素原子数４～８のアルキル基を表し、Ｒ4は水素原子または炭素原子数１
～８のアルキル基を表し、Ｒ5は炭素原子数１～４のアルキリデン基を表し、Ａは（ｎ＋
ｘ）価の金属を表し、ｎは１～３の数を表し、ｘは０～２の数を表す）で表されるリン酸
エステル金属塩化合物またはこれらの混合物であることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明により、取扱い性に優れ、低融点の樹脂添加剤を高濃度に含有する樹脂添加剤マ
スターバッチを実現することが可能となった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、本発明の好適実施形態について詳細に説明する。
　本発明に用いられる（Ａ）ポリオレフィン樹脂としては、ポリオレフィンであれば特に
制限されずに用いることが可能であり、ポリプロピレン、低密度ポリエチレン、直鎖低密
度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、ポリブテン－１、ポリ－３－メチルペンテン、ポ
リ－４－メチルペンテン、エチレン－プロピレン共重合体等のα－オレフィンの単重合体
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または共重合体などが挙げられる。
【００１７】
　本発明に用いられる（Ｂ）融点が８０℃以下の樹脂添加剤としては、酸化防止剤、紫外
線吸収剤、光安定剤、およびこれらの混合物などが挙げられる。
【００１８】
　融点が８０℃以下の酸化防止剤としては、フェノール系酸化防止剤、リン系酸化防止剤
、硫黄系酸化防止剤、ホスファイト系酸化防止剤、チオエーテル系酸化防止剤などが挙げ
られる。また、融点が８０℃以下の紫外線吸収剤としては、サリチル酸系紫外線吸収剤、
ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、シアノアクリレー
ト系紫外線吸収剤などが挙げられる。さらに、融点が８０℃以下の光安定剤としては、ヒ
ンダードアミン化合物などが挙げられる。
【００１９】
　具体的には、フェノール系酸化防止剤としては、例えば、ステアリル（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、チオビス（３－（３，５－ジ第三ブ
チル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシ）エチル、トリエチレングリコール
ビス〔（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオネート〕、２
，４－ビスオクチルチオ－６－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－ｓ
－トリアジン、２－メチル－４，６－ビス（オクチルチオメチル）フェノール、２，４－
ジメチル－６－（１－メチルペンタデシル）フェノール、分岐を有するＣ７－９混合アル
コールと（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のエステル、
２，２－チオビス（４－メチル－６－第三ブチルフェノール）などが挙げられる。
【００２０】
　融点が８０℃以下のホスファイト系酸化防止剤としては、例えば、トリフェニルホスフ
ァイト、トリスノニルフェニルホスファイト、ジステアリルペンタエリスリトールジホス
ファイト、ビスノニルフェニルペンタエリスリトールジホスファイト、ビスフェノールＡ
と炭素原子数１２～１５の混合アルコールのホスファイト、ジフェニル－２－エチルヘキ
シルホスファイト、ジフェニルイソデシルホスファイト、トリイソデシルホスファイト、
１，１－ブチリデンビス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニル）とト
リデシルアルコールのホスファイト、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ
－５－第三ブチルフェニル）ブタンとトリデシルアルコールのホスファイトなどが挙げら
れる。
【００２１】
　融点が８０℃以下のチオエーテル系酸化防止剤としては、例えば、ジラウリルチオジプ
ロピオネート、ジトリデシルチオジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピオネート
、ペンタエリスリトールテトラキス（３－ドデシルチオプロピオネート）、４，４－チオ
ビス（２－第三ブチル－５－メチルフェノール）ビス－３－（ドデシルチオ）プロピオネ
ートなどが挙げられる。
【００２２】
　融点が８０℃以下の紫外線吸収剤としては、例えば、ヘキサデシル－３，５－ジ第三ブ
チル－４－ヒドロキシベンゾエート、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２
－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシベ
ンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、４－（２－アク
リロイルオキシ）エトキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンの重合物、２－（２’－ヒド
ロキシ－３’，５’－ジ第三ペンチルフェニル）ベンゾトリアゾール、Ｃ７－９混合アル
コールと３－（３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－ヒドロキシ－５－第
三ブチルフェニル）プロピオン酸のエステル、ポリエチレングリコールと３－（３－（２
Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニル）プロ
ピオン酸のエステル、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－
ドデシルフェノール（ドデシル基は直鎖と分岐の混合物）、オクタノールと３－（３－（
５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－ヒドロキシ－５－第三ブチル
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フェニル）プロピオン酸のエステル、２－（４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（４－イソオクチルオ
キシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２－（２－ヒドロキシ－４－（３－（２－エチルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロ
キシプロピルオキシ）フェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３
，５－トリアジン、２’－エチルヘキシル－２－シアノ－３－フェニルシンナメート、Ｎ
－（２－エトキシフェニル）－Ｎ’－（４－イソドデシルフェニル）オキサミドなどが挙
げられる。
【００２３】
　融点が８０℃以下のヒンダードアミン化合物としては、例えば、２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジノール脂肪酸エステル、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジ
ル）セバケートとメチル－１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルセバケー
トの混合物、１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジノールとトリデシルアルコール
の混合アルコールとブタンテトラカルボン酸のテトラエステル、２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジノールとトリデシルアルコールの混合アルコールとブタンテトラカルボン
酸のテトラエステル、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－ペンタメチル－４－
ピペリジル）セバケート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジノールとブタンジオイックアシッドのポリエステル、２，２，６，６－
テトラメチル－４－（２－プロペニルオキシ）ピペリジンとメチルハイドロジェンシロキ
サンの反応物、ドデシル－３－（２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－オ
キサ－３，２０－ジアゾジスピロ（５．１．１１．２）ヘンイコサン－２０－イル）プロ
ピオネートとテトラデシル－３－（２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－
オキサ－３，２０－ジアゾジスピロ（５．１．１１．２）ヘンイコサン－２０－イル）プ
ロピオネートの混合物、ドデシル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）－ｂ－アラニネートとテトラデシル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）－ｂ－アラニネートの混合物、３－ドデシル－Ｎ－（２，２，６，６
－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシンイミド、２－ドデシル－Ｎ－（１－アセ
チル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）などが挙げられる。
【００２４】
　（Ｂ）樹脂添加剤は、これらの単独またはこれらを含む混合物としての融点が８０℃以
下となる添加剤組成物であってもよく、脂肪族アルコールや脂肪酸を原料とする化合物に
おいては、混合アルコールや混合脂肪酸から得られる混合エステル化合物（混基エステル
化合物）、混合アミド化合物（混基アミド化合物）などの混合物とすることで融点が８０
℃以下となる添加剤組成物であってもよい。
【００２５】
　上記（Ｂ）樹脂添加剤としては、融点が８０℃以下のもの、好ましくは６０℃以下のも
のであり、常温で液体のものも含まれる。
【００２６】
　上記（Ｂ）樹脂添加剤としては、好ましくは前記一般式（１）で表される化合物である
。前記一般式（１）において、Ｒ1及びＲ2が表す炭素原子数１～３０のアルキル基として
は、例えばメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、第二ブチル
、第三ブチル、ペンチル、第二ペンチル、第三ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル
、イソオクチル、２－エチルヘキシル、第三オクチル、ノニル、イソノニル、デシル、ウ
ンデシル、ドデシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタ
デシル、オクタデシルなどが挙げられる。特には、Ｒ2は、炭素原子数８～２６のアルキ
ル基の混合物であることが好ましい。
【００２７】
　また、一般式（１）においてＲ1が表す炭素原子数１～３０のヒドロキシアルキル基と
しては、例えば、ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシプロピル、３－ヒドロキシプロピル
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【００２８】
　さらに、一般式（１）においてＲ1が表す炭素原子数１～３０のアルコキシ基としては
、上記アルキル基に対応するメトキシ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキシ、ブトキ
シ、オクトキシ、２－エチルヘキシルオキシなどが挙げられる。
【００２９】
　さらにまた、一般式（１）においてＲ1が表す炭素原子数１～３０のヒドロキシアルコ
キシ基としては、上記アルコキシ基に対応するヒドロキシエチルオキシ、２－ヒドロキシ
プロピルオキシ、３－ヒドロキシプロピルオキシ、４－ヒドロキシブチルオキシ、２－ヒ
ドロキシ－２－メチルプロピルオキシ、６－ヒドロキシヘキシルオキシなどが挙げられる
。
【００３０】
　さらにまた、前記一般式（１）においてＲ2が表す炭素原子数２～３０のアルケニル基
としては、ビニル、プロペニル、ブテニル、ヘキセニル、オレイルなどが挙げられる。二
重結合の位置は、α－位であっても、内部であっても、ω－位であってもよい。
【００３１】
　前記一般式（１）で表される化合物としては、より具体的には、以下に示す化合物Ｎｏ
．１～Ｎｏ．６の化合物が挙げられる。但し、本発明は以下の化合物によりなんら制限を
受けるものではない。
【００３２】

【００３３】

【００３４】
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【００３５】

【００３６】
【化７】

【００３７】

【００３８】
　前記一般式（１）で表される化合物の中で、化合物Ｎｏ．５以外は、融点が６０℃以下
であり特に好ましい。これら一般式（１）で表される化合物の合成方法としては、特に制
限されず、通常の有機合成における手法により合成可能であり、例えば、酸とアルコール
の直接エステル化、酸ハロゲン化物とアルコールの反応、エステル交換反応などでエステ
ル化が可能であり、精製方法としては、蒸留、再結晶、再沈、ろ過剤・吸着剤を用いる方
法などが適宜使用できる。
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【００３９】
　上記（Ｂ）樹脂添加剤は、（Ａ）ポリオレフィン樹脂１００重量部に対し、８０～１５
０重量部にて配合することが必要である。（Ｂ）樹脂添加剤の配合量が８０重量部未満で
あると、多量のマスターバッチの添加が必要となって高濃度マスターバッチのメリットが
小さくなり、一方、１５０重量部を超えると、添加剤が滲出しやすくなり、ペレットのケ
ーキングが生じて、保存安定性が低下してしまう。
【００４０】
　本発明に用いられる（Ｃ）有機酸金属塩は、有機リン酸類、有機ホスフィン酸類、有機
ホスホン酸類、有機カルボン酸類、有機硫酸塩類、有機スルホン酸類、有機チオ硫酸類の
金属塩からなる群から選ばれ、特に環構造を有する有機カルボン酸金属塩や、有機リン酸
エステル類金属塩が好ましい。また、その金属は、リチウム、ナトリウム、カリウム、カ
ルシウム、マグネシウム、バリウム、マンガン、鉄、ニッケル、銅、銀、亜鉛、アルミニ
ウムからなる群から選ばれる。
【００４１】
　上記有機カルボン酸金属塩のカルボン酸としては、グルコン酸、カプロン酸、ラウリン
酸、ミリスチン酸、ステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、シクロペンタンカル
ボン酸、ジシクロペンタンカルボン酸、シクロヘキサンカルボン酸、ジシクロヘプタンカ
ルボン酸、安息香酸、ｐ－ｔ－ブチル安息香酸、ジ－ｔ－ブチル安息香酸、ナフテン酸、
コハク酸、アジピン酸、セバチン酸などであり、有機カルボン酸金属塩として例えば、ジ
ナトリウム－ビシクロ（２，２，１）ヘプタン－２，３－ジカルボキシラート、パラ－ｔ
－ブチル安息香酸アルミニウム並びに安息香酸ナトリウムなどの環構造を有するものが優
れるので好ましい。
【００４２】
　また、有機リン酸エステル類金属塩化合物としては、下記一般式（２）、

（式中、Ｒ3は炭素原子数４～８のアルキル基を表し、Ｒ4は水素原子または炭素原子数１
～８のアルキル基を表し、Ｒ5は炭素原子数１～４のアルキリデン基を表し、Ａは（ｎ＋
ｘ）価の金属を表し、ｎは１～３の数を表し、ｘは０～２の数を表す）で表される化合物
が好ましい。
【００４３】
　前記一般式（２）で表されるリン酸エステル類金属塩において、Ｒ3で表される炭素原
子数４～８のアルキル基としては、ブチル、イソブチル、第二ブチル、第三ブチル、ペン
チル、第三ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、イソオクチル、第三オクチルなど
が挙げられる。
【００４４】
　前記一般式（２）においてＲ4で表される炭素原子数１～８のアルキル基としては、メ
チル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、第二ブチル、第三ブチル
、ペンチル、第三ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、イソオクチル、第三オクチ
ルなどが挙げられる。



(10) JP 5456237 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

【００４５】
　前記一般式（２）においてＲ5で表される炭素原子数１～４のアルキリデン基としては
、メチレン、エチリデン、１，１－プロピリデン、２，２－プロピリデン、ブチリデンな
どが挙げられる。
【００４６】
　前記一般式（２）で表される化合物としては、より具体的には、以下の化合物Ｎｏ．７
～１２が挙げられる。ただし、本発明は以下の化合物によりなんら制限を受けるものでは
ない。
【００４７】

【００４８】

【００４９】

【００５０】
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【００５１】
　上記（Ｃ）有機酸金属塩は、（Ａ）ポリオレフィン樹脂１００重量部に対し、０．３～
５重量部にて配合することが必要である。（Ｃ）有機酸金属塩の配合量が０．３重量部未
満であると充分な効果が得られず、一方、５重量部を超えると、マスターバッチを添加し
た樹脂の結晶性等に影響を与え、樹脂物性が低下してしまう。
【００５２】
　本発明の樹脂添加剤マスターバッチにより安定化される樹脂としては、熱可塑性樹脂、
熱硬化性樹脂、結晶性樹脂、非結晶性樹脂、生分解性樹脂、非生分解性樹脂、合成樹脂、
天然産製樹脂、汎用樹脂、エンジニアリング樹脂、ポリマーアロイ等、いずれの種類の樹
脂でもよい。
【００５３】
　合成樹脂としては、ポリプロピレン、低密度ポリエチレン、直鎖低密度ポリエチレン、
高密度ポリエチレン、ポリブテン－１、ポリ－３－メチルペンテン、ポリ－４－メチルペ
ンテン、エチレン－プロピレン共重合体等のα－オレフィンの単重合体または共重合体、
これらのα－オレフィンと共役ジエンまたは非共役ジエン等の多不飽和化合物、アクリル
酸、メタクリル酸、酢酸ビニル等との共重合体、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチ
レンテレフタレート・イソフタレート、ポリエチレンテレフタレート・パラオキシベンゾ
エート、ポリブチレンテレフタレートなどの直鎖ポリエステルや酸変性ポリエステル、脂
肪族ポリエステルなどの生分解性樹脂、液晶ポリエステル、ポリカプロラクタム及びポリ
ヘキサメチレンアジパミド等のポリアミド、液晶ポリアミド、ポリイミド、ポリスチレン
、スチレン及び／又はα－メチルスチレンと他の単量体（例えば、無水マレイン酸、フェ
ニルマレイミド、メタクリル酸メチル、ブタジエン、アクリロニトリル等）との共重合体
（例えば、アクリロニトリルスチレン共重合体（ＡＳ）樹脂、アクリロニトリル－ブタジ
エンースチレン共重合体（ＡＢＳ）樹脂、メチルメタクリレートブタジエンスチレン共重
合体（ＭＢＳ）樹脂、耐熱ＡＢＳ樹脂等）、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、塩素
化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリフッ化ビニリデン、塩化ゴム、塩化ビニル
－酢酸ビニル共重合体、塩化ビニル－エチレン共重合体、塩化ビニル－塩化ビニリデン共
重合体、塩化ビニル－塩化ビニリデン－酢酸ビニル三元共重合体、塩化ビニル－アクリル
酸エステル共重合体、塩化ビニル－マレイン酸エステル共重合体、塩化ビニル－シクロヘ
キシルマレイミド共重合体等の含ハロゲン樹脂、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）ア
クリル酸エチル、（メタ）アクリル酸オクチル等の（メタ）アクリル酸エステルの重合物
、ポリエーテルケトン、ポリビニルアセテート、ポリビニルホルマール、ポリビニルブチ
ラール、ポリビニルアルコール、直鎖又は分岐のポリカーボネート、石油樹脂、クマロン
樹脂、ポリフェニレンオキサイド、ポリフェニレンサルファイド、熱可塑性ポリウレタン
、繊維素系樹脂等の熱可塑性樹脂；エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ユリア樹脂、メラミ
ン樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、熱硬化性ポリウレタン等の熱硬化性樹脂；更に、イソ
プレンゴム、ブタジエンゴム、ブタジエン－スチレン共重合ゴム、ブタジエン－アクリロ
ニトリル共重合ゴム、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合ゴム、エチレンと
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プロピレン、ブテン－１等のα－オレフィンとの共重合ゴム、更にエチレン－α－オレフ
ィン及びエチリデンノルボルネン、シクロペンタジエン等の非共役ジエン類との三元共重
合体ゴム等のエラストマー、シリコン樹脂等であってもよく、これら樹脂及び／又はエラ
ストマーをアロイ化又はブレンドしたものであってもよい。
【００５４】
　天然産製樹脂としては、天然ゴム、３－ヒドロキシブチラートなどの微生物産製脂肪族
ポリエステル、微生物産製脂肪族ポリアミド、デンプン、セルロース、キチン・キトサン
、グルテン・ゼラチンなどが挙げられる。
【００５５】
　上記樹脂は、立体規則性、比重、重合触媒の種類、重合触媒の除去の有無や程度、結晶
化の度合い、温度や圧力などの重合条件、結晶の種類、Ｘ線小角散乱で測定したラメラ晶
のサイズ、結晶のアスペクト比、芳香族系または脂肪族系溶媒への溶解度、溶液粘度、溶
融粘度、平均分子量、分子量分布の程度、分子量分布におけるピークがいくつあるか、共
重合体にあってはブロックであるかランダムであるか、各モノマーの配合比率などにより
安定化効果の発現に差異が生じることはあるものの、いかなる樹脂を選択した場合におい
ても適用可能である。
【００５６】
　本発明の樹脂添加剤マスターバッチを樹脂へ配合する方法としては、特に限定されず、
公知の樹脂への安定剤の配合技術が用いられる。合成樹脂を重合する際に予め重合系に添
加する方法、重合途中で添加する方法、重合後に添加する方法のいずれでもよい。また、
重合後に添加する場合には、安定化させる合成樹脂の粉末やペレットとヘンシェルミキサ
ーなどで混合したものを押出し機などで混練する方法、マスターバッチとした後に用いる
方法などがあり、用いる加工機の種類や加工温度、加工後の冷却条件なども特に制限され
ず、得られる樹脂物性が用途に適したものとなる条件を選択することが好ましい。また、
本発明の樹脂添加剤は、単独または他の添加剤と一緒に顆粒状にして用いてもよい。
【００５７】
　本発明の樹脂添加剤マスターバッチを樹脂へ配合する重量比率は、樹脂１００重量部に
対して、通常０．０１～２０重量部、好ましくは０．０５～１０重量部である。　
【００５８】
　本発明の樹脂添加剤マスターバッチを樹脂の安定化に用いる場合には、必要に応じて、
通常各々の樹脂に用いられる各種の配合剤が用いられる。これらの配合剤は、本発明の樹
脂添加剤マスターバッチに用いられる前記樹脂添加剤（Ｂ）および有機酸金属塩（Ｃ）と
同じであっても異なっていてもよい。各種の配合剤としては、例えば、フェノール系酸化
防止剤、イオウ系酸化防止剤、リン系酸化防止剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン化合
物、造核剤、難燃剤、難燃助剤、滑剤、充填材、繊維状充填材、金属石鹸、ハイドロタル
サイト類、帯電防止剤、顔料、染料などが挙げられる。
【００５９】
　上記フェノール系酸化防止剤としては、例えば、２，６－ジ第三ブチル－ｐ－クレゾー
ル、２，６－ジフェニル－４－オクタデシロキシフェノール、ジステアリル（３，５－ジ
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホネート、１，６－ヘキサメチレンビス〔（
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸アミド〕、４，４’－チ
オビス（６－第三ブチル－ｍ－クレゾール）、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６
－第三ブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４－エチル－６－第三ブチルフェ
ノール）、４，４’－ブチリデンビス（６－第三ブチル－ｍ－クレゾール）、２，２’－
エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４－
第二ブチル－６－第三ブチルフェノール）、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒド
ロキシ－５－第三ブチルフェニル）ブタン、１，３，５－トリス（２，６－ジメチル－３
－ヒドロキシ－４－第三ブチルベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（３，
５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、



(13) JP 5456237 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

２－第三ブチル－４－メチル－６－（２－アクリロイルオキシ－３－第三ブチル－５－メ
チルベンジル）フェノール、ステアリル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオネート、チオジエチレングリコールビス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピオネート〕、１，６－ヘキサメチレンビス〔（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、ビス〔３，３－ビス（４－ヒドロ
キシ－３－第三ブチルフェニル）ブチリックアシッド〕グリコールエステル、ビス〔２－
第三ブチル－４－メチル－６－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルベンジル
）フェニル〕テレフタレート、１，３，５－トリス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシフェニル）プロピオニルオキシエチル〕イソシアヌレート、３，９－ビス〔１，１
－ジメチル－２－｛（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオ
ニルオキシ｝エチル〕－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ〔５．５〕ウンデカン、
トリエチレングリコールビス〔（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル
）プロピオネート〕などが挙げられ、樹脂１００重量部に対して、０．００１～１０重量
部、より好ましくは、０．０１～５重量部が用いられる。
【００６０】
　上記イオウ系酸化防止剤としては、例えば、チオジプロピオン酸ジラウリル、チオジプ
ロピオン酸ジミリスチル、チオジプロピオン酸ジステアリル等のジアルキルチオジプロピ
オネート類およびペンタエリスリトールテトラ（β－ドデシルメルカプトプロピオネート
）等のポリオールのβ－アルキルメルカプトプロピオン酸エステル類が挙げられ、樹脂１
００重量部に対して、０．００１～１０重量部、より好ましくは、０．０１～５重量部が
用いられる。
【００６１】
　上記リン系酸化防止剤としては、例えば、トリスノニルフェニルホスファイト、トリス
〔２－第三ブチル－４－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニルチオ）
－５－メチルフェニル〕ホスファイト、トリデシルホスファイト、オクチルジフェニルホ
スファイト、ジ（デシル）モノフェニルホスファイト、ジ（トリデシル）ペンタエリスリ
トールジホスファイト、ジ（ノニルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビ
ス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，
６－ジ第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（
２，４，６－トリ第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２
，４－ジクミルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、テトラ（トリデシル）
イソプロピリデンジフェノールジホスファイト、テトラ（トリデシル）－４，４’－ｎ－
ブチリデンビス（２－第三ブチル－５－メチルフェノール）ジホスファイト、ヘキサ（ト
リデシル）－１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニ
ル）ブタントリホスファイト、テトラキス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ビフェニレ
ンジホスホナイト、９，１０－ジハイドロ－９－オキサ－１０－ホスファフェナンスレン
－１０－オキサイド、２，２’－メチレンビス（４，６－第三ブチルフェニル）－２－エ
チルヘキシルホスファイト、２，２’－メチレンビス（４，６－第三ブチルフェニル）－
オクタデシルホスファイト、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル
）フルオロホスファイト、トリス（２－〔（２，４，８，１０－テトラキス第三ブチルジ
ベンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，３，２〕ジオキサホスフェピン－６－イル）オキシ〕エチル）ア
ミン、２－エチル－２－ブチルプロピレングリコールと２，４，６－トリ第三ブチルフェ
ノールのホスファイトなどが挙げられ、樹脂１００重量部に対して、０．００１～１０重
量部、より好ましくは、０．０１～５重量部が用いられる。
【００６２】
　上記紫外線吸収剤としては、例えば、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒド
ロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェノン
、５，５’－メチレンビス（２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン）等の２－ヒ
ドロキシベンゾフェノン類；２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ第三ブチルフェニル）－５－クロ
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ロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－第三ブチル－５’－メチルフェ
ニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－第三オクチル
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジクミルフェニ
ル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－第三ブチル－５’－カルボキ
シフェニル）ベンゾトリアゾール等の２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール類；フェニルサリシレート、レゾルシノールモノベンゾエート、２，４－ジ第三ブチ
ルフェニル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ第三アミ
ルフェニル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル－３，
５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート等のベンゾエート類；２－エチル－２’
－エトキシオキザニリド、２－エトキシ－４’－ドデシルオキザニリド等の置換オキザニ
リド類；エチル－α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチル－２－シアノ－
３－メチル－３－（ｐ－メトキシフェニル）アクリレート等のシアノアクリレート類；２
－（２－ヒドロキシ－４－オクトキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジ第三ブチル
フェニル）－ｓ－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，６
－ジフェニル－ｓ－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－プロポキシ－５－メチルフ
ェニル）－４，６－ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）－ｓ－トリアジン等のトリア
リールトリアジン類が挙げられ、樹脂１００重量部に対して、０．００１～１０重量部、
より好ましくは、０．０１～５重量部が用いられる。
【００６３】
　上記他のヒンダードアミン化合物としては、例えば、２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジルステアレート、１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルステ
アレート、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルベンゾエート、ビス（２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジルブタンテトラカルボキシレート、テトラキス（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチル－４－ピペリジルブタンテトラカルボキシレート、ビス（２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ピペリジル）・ジ（トリデシル）－１，２，３，４－ブタンテトラカル
ボキシレート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）・ジ（トリ
デシル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ビス（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジル）－２－ブチル－２－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒ
ドロキシベンジル）マロネート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジノール／コハク酸ジエチル重縮合物、１，６－ビス（２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／ジブロモエタン重縮合物、１，
６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／２，４－
ジクロロ－６－モルホリノ－ｓ－トリアジン重縮合物、１，６－ビス（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／２，４－ジクロロ－６－第三オクチル
アミノ－ｓ－トリアジン重縮合物、１，５，８，１２－テトラキス〔２，４－ビス（Ｎ－
ブチル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリア
ジン－６－イル〕－１，５，８，１２－テトラアザドデカン、１，５，８，１２－テトラ
キス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペ
リジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イル〕－１，５，８，１２－テトラアザドデカ
ン、１，６，１１－トリス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イルアミノウンデカン、１，
６，１１－トリス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イルアミノウンデカン等のヒンダ
ードアミン化合物が挙げられる。
【００６４】
　上記造核剤としては、ｐ－ｔ－ブチル安息香酸アルミニウム、安息香酸ナトリウムなど
の芳香族カルボン酸金属塩；ジナトリウム－ビシクロ（２，２，１）ヘプタン－２，３－
ジカルボキシラートなどの脂環族カルボン酸金属塩；ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニ
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ル）リン酸ナトリウム、ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）リン酸リチウム、ナトリ
ウム－２，２’－メチレンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル）ホスフェート等の酸性
リン酸エステル金属塩；ジベンジリデンソルビトール、ビス（メチルベンジリデン）ソル
ビトールなどの多価アルコール誘導体などが挙げられる。
【００６５】
　上記難燃剤としては、ハロゲン系難燃剤、赤燐、リン酸メラミン、リン酸グアニジン、
リン酸エステル化合物、ホスファゼン化合物などのリン系難燃剤、メラミンシアヌレート
などの窒素系難燃剤、水酸化マグネシウム、水酸化アルミニウムなどの金属水酸化物が、
難燃助剤としては、三酸化アンチモン、ホウ酸亜鉛などの無機化合物、ポリテトラフルオ
ロエチレンなどのドリップ防止剤などが挙げられる。
【００６６】
　ハイドロタルサイト類としては、天然物でも合成品でもよく、表面処理の有無や結晶水
の有無によらず用いることができる。例えば、下記一般式（３）、
　　MxMgy Alz CO3（OH）xp+2y+3z-2・nH2O　　（３）
（式中、Ｍはアルカリ金属または亜鉛を、Ｘは０～６の数を、ｙは０～６の数を、ｚは０
．１～４の数を、ｐはＭの価数を、ｎは０～１００の結晶水の数を表す）で表される塩基
性炭酸塩が挙げられる。
【００６７】
　滑剤としては、ラウリルアミド、ミリスチルアミド、ステアリルアミド、ベヘニルアミ
ドなどの脂肪酸アミド、エチレンビスステアリルアミド、ポリエチレンワックス、カルシ
ウムステアレート、マグネシウムステアレートなどの金属石鹸、ジステアリルリン酸エス
テルマグネシウム、ステアリルリン酸エステルマグネシウムなどのリン酸エステル金属塩
などが挙げられる。
【００６８】
　充填材としては、タルク、シリカ、炭酸カルシウム、ガラス繊維、チタン酸カリウム、
ホウ酸カリウムなどの無機物が球状物においては粒径、繊維状物においては繊維径や繊維
長さおよびアスペクト比を適宜選択して用いられる。また、充填材は、必要に応じて表面
処理したものを用いることが好ましい。
【００６９】
　帯電防止剤としては、例えば、脂肪酸第四級アンモニウムイオン塩、ポリアミン四級塩
等のカチオン系帯電防止剤；高級アルコールリン酸エステル塩、高級アルコールＥＯ付加
物、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、アニオン型のアルキルスルホン酸塩、高級
アルコール硫酸エステル塩、高級アルコールエチレンオキシド付加物硫酸エステル塩、高
級アルコールエチレンオキシド付加物リン酸エステル塩等のアニオン系帯電防止剤；多価
アルコール脂肪酸エステル、ポリグリコールリン酸エステル、ポリオキシエチレンアルキ
ルアリルエーテル等のノニオン系帯電防止剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン等の
両性型アルキルベタイン、イミダゾリン型両性活性剤等の両性帯電防止剤が挙げられる。
係る帯電防止剤は単独で用いてもよく、また、２種類以上の帯電防止剤を組み合わせて用
いてもよい。
【００７０】
　また、本発明の樹脂添加剤マスターバッチを農業用フィルムに用いる場合には、作物の
生長を制御するために紫外線吸収剤を配合したり、保温性を向上するために赤外線吸収剤
を配合したり、ハウス内に霧が発生したり、フィルム表面が結露して作物に光が十分に届
かないことがあるので、防曇剤や防霧剤を配合してもよい。
【実施例】
【００７１】
　以下、実施例により本発明をより詳細に説明する。ただし、本発明は以下の実施例によ
りなんら制限を受けるものではない。
【００７２】
＜実施例１～６，比較例１～４＞
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　ポリプロピレン（ノバテックＭＡ３、日本ポリプロピレン（株）製）１００重量部に対
し、低融点の樹脂添加剤（（株）ＡＤＥＫＡ製　商品名：アデカスタブＬＡ－４０２，融
点３３℃）１００重量部および下記表１中に示す結晶核剤、充填剤および透明化剤のいず
れか（表中の配合量）を加えて、ヘンシェルミキサーで２０分間撹拌した。得られた粉末
を１７０℃で押出し機によりペレットとした。
【００７３】
　押出し成形時のストランドを手で引っ張って、強く引っ張っても切れないものを○、強
く引っ張ると切れるものを△、軽く引っ張っても切れるものを×としてストランド強度と
して評価した。また、３時間以上連続生産可能なものを◎、１～３時間でストランドが切
れたものを○、１時間に１～５回ストランドが切れたものを△、１時間に６回以上切れた
ものを×として量産性として評価した。
【００７４】
　さらに、得られたペレット５ｇを１２ｃｍ×８ｃｍのろ紙製の封筒に入れ、５０℃で２
４時間後の封筒の重量増加分をペレットの重量で除して１００分率を染み出し率とした。
染み出し率が大きいものほど、ペレットの品質が保存に適さないことを意味する。さらに
また、ペレット２０ｇを１０ｃｍ×６ｃｍのポリエチレン製の袋に入れ、８０ｇ／ｃｍ2

の荷重をかけて５０℃で１４日保存した。その後室温で３日間保存してペレットのブロッ
キング状態を手でほぐすことで確認した。ブロッキングが認められなかったものを○、一
部ブロッキングしたものを△、全体がブロッキングしたものを×としてブロッキング性と
して評価した。
【００７５】
　これらの結果を、下記の表１中に併せて示す。
【００７６】
【表１】

＊１：化合物Ｎｏ．７
＊２：化合物Ｎｏ．９＋ミリスチン酸リチウム
＊３：パラ－ｔ－ブチル安息香酸アルミニウム
＊４：ジナトリウム－ビシクロ（２，２，１）ヘプタン－２，３－ジカルボキシラート（
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ミリケンケミカル社製　商品名：ＨＰＮ６８）
＊５：安息香酸ナトリウム
＊６：タルク 
＊７：ビス（３，４－ジメチルベンジリデン）ソルビトール（ミリケンケミカル社製　商
品名：ＭＩＬＬＡＤ３９８８）
＊８：Ｚｎグリセロレート（ユニケマジャパン（株）製　商品名：ｐｒｉｆｅｒ３８８１
）
【００７７】
　上記表１の結果からわかるように、本発明に従う各実施例においては、製造時のストラ
ンドの切断が少なく、得られるペレットのベトツキも少ない、取り扱い性に優れた樹脂添
加剤マスターバッチが得られることが確かめられた。



(18) JP 5456237 B2 2014.3.26

10

フロントページの続き

(56)参考文献  国際公開第２００２／０３６６７７（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００１－１２３０２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３４６１００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２７８４４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－０７３８３７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０８Ｌ　　２３／００　　　　
              Ｃ０８Ｊ　　　３／００　　　　
              Ｃ０８Ｋ　　　５／００　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

